
12 1
第1781号

December

宇治市政だより
［ 毎月1日・15日発行 ］

平成29年（2017年）12月１日発行

広報

02  特集 まちづくりの主役は
市民の皆さんです

05  療育手帳Bを所持している
人も医療費助成の対象に

07 育成学級の入級受付
10  市民活動団体の紹介を市

ホームページで公開

INDEX［もくじ］



る
の
で
、
継
続
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
不
安
は

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
炭
山
地
区
が
市
に
対
し
て

行
っ
て
い
る
様
々
な
要
望
が
実
現
さ
れ
た
と
し

て
も
、
ニ
ー
ズ
の
全
て
が
満
た
さ
れ
る
訳
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
市
と
役
割
分
担
し
連
携
し
、

互
い
に
補
完
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を

充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　炭
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、
意
見

を
ま
と
め
る
時
は
地
域
で
の
合
意
形
成
を
重
視

し
て
い
ま
す
。
強
制
的
に
ま
と
め
る
の
で
は
な

く
思
い
を
持
っ
た
人
が
集
ま
り
、
ふ
っ
と
息
を

抜
け
る
組
織
で
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
意
識

で
運
営
し
て
い
ま
す
。

は
100
人
以
上
が
参
加
し
、
お
互
い
の
顔
を
良
く

知
り
交
流
も
出
来
て
い
る
地
域
で
す
。
こ
れ
ま

で
も
町
内
会
や
子
ど
も
会
、
婦
人
ク
ラ
ブ
で
ま

ち
を
盛
り
上
げ
る
多
く
の
取
り
組
み
を
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
、
蛍
を
守
る
た
め
に
志
津
川
を

綺
麗
に
す
る
活
動
も
長
年
続
け
て
い
ま
す
。
ま

ち
を
良
く
し
て
い
き
た
い
と
い
う
流
れ
は
ず
っ
と

あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
流
れ
の
中
で
協
議
会
立
ち
上
げ
に
あ
た

り「
ま
ち
づ
く
り
…
…
今
さ
ら
何
を
す
る
の
？
」

と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
従
来
の
活

動
は
個
々
で
考
え
動
い
て
い
ま
し
た
が
、
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
と
い
う
形
で
ま
と
ま
っ
て
い
く

と
継
続
す
る
力
に
も
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
考

え
ま
し
た
。

問
題
意
識
と
行
動

　地
域
の
一
番
の
問
題
は
交
通
。
次
に
自
然
災

害
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の
か
、
と
い
う
問
題

が
あ
り
ま
す
。
24
年
8
月
の
京
都
府
南
部
地
域

豪
雨
災
害
の
と
き
に
、
炭
山
で
は
が
け
崩
れ
の

被
害
を
経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
同
じ
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
山
の
手
入

れ
が
必
要
で
は
と
考
え
ま
し
た
。
有
志
で
立
ち

上
げ
た「
里
山
の
会
」で
は
、
山
の
整
備
や
家
の

周
り
の
危
険
木
の
処
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。
地

域
の
樹
木
を
種
か
ら
育
て
400
本
く
ら
い
植
樹
し

て
き
ま
し
た
。
切
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
か
な

り
山
は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　炭
山
地
区
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す
。
60
代
以

上
の
割
合
は
市
内
平
均
よ
り
低
い
も
の
の
、
50

代
は
市
内
平
均
よ
り
高
い
。
つ
ま
り
将
来
的
に

は
高
齢
化
の
問
題
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

単
身
世
帯
の
増
加
や
子
ど
も
の
減
少
。
子
ど
も

の
数
が
減
り
続
け
る
と
小
学
校
は
ど
う
な
る
の

か
な
ど
、
将
来
を
見
据
え
た
問
題
意
識
を
持
ち
、

今
や
る
べ
き
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
出
来
る
事

は
自
分
た
ち
で
し
て
い

こ
う

　「助
け
合
い
移
動
支
援
事
業
」は
当
初
は
高
齢

者
を
対
象
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

小
・
中
学
生
や
高
校
生
、
ま
た
高
齢
者
以
外
の

大
人
に
も
利
用
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
子

ど
も
た
ち
の「
親
の
力
を
借
り
ず
に
ま
ち
へ
遊
び

に
行
き
た
い
」や「
買
い
物
に
い
け
な
い
」、「
病
院

に
い
け
な
い
」と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
、「
今
や

れ
る
こ
と
を
今
や
ろ
う
」と
い
う
声
か
ら
開
始
し

た
取
り
組
み
は
、
現
在
で
は
、
運
転
手
が
40
人

く
ら
い
に
な
り
、
地
域
の
結
構
な
人
が
関
わ
っ

て
い
ま
す
。

　し
か
し
、
住
民
の
出
来
る
範
囲
で
や
っ
て
い

自分自身でまちを観察し、まち
について考えてみましょう。
例：タウンウォッチング

まちについて話し合える仲間を
作り、まちづくりの目的を明確
にしましょう。
例：  古いまちなみ等の景観を

残していきたい
  住みやすいまちの環境を

守っていきたい

まちに関する計画や制限を調べ
てみましょう。

地区まちづくり協議会の設立

生活の中で感じる身近な問題
やまちの将来について、話し合
う集まりです。

市による認定

地区まちづくり協議会では、目
的とするまちづくりの指針、

「地区まちづくり計画」を作成す
ることが出来ます。

▲ 炭山地区まちづくり協議会会長の富部炎さん
（左）と同協議会事務局次長の桂博司さん（右）

▶ 

炭
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局
長
の

　桑
村
明
憲
さ
ん
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　ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
背
景
と

し
て
、
炭
山
地
区
の
交
通
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
山
間
部
で
あ
り
公
共
交
通
機
関
が
な
い
炭

山
で
は
、
交
通
手
段
の
問
題
は
住
民
の
大
き
な

関
心
事
で
す
。「
住
み
続
け
た
い
と
思
う
が
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
住
み
続
け
ら
れ
な
い
か
も
…

…
」そ
ん
な
不
安
が
あ
り
ま
す
。「
交
通
手
段
が

な
く
困
っ
て
い
る
住
民
を
何
と
か
助
け
ら
れ
な

い
か
。」と
、
昨
年
の
9
月
か
ら「
助
け
合
い
移
動

支
援
事
業
」と
し
て
、
住
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

運
転
手
と
し
て
登
録
し
、
自
家
用
車
で
送
迎
を

す
る
取
り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
中
で
、
や
は
り
交
通
と
ま
ち
づ

く
り
は
リ
ン
ク
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
協

議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　29
年
1
月
、
正
式
に「
炭
山
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
」と
し
て
、
会
員
20
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
の
協
議
会
は
、「
若
い
人
も
高
齢
の
人
も
豊
か

な
自
然
環
境
を
生
か
し
安
心
し
て
楽
し
く〝 

住

み
つ
づ
け
ら
れ
る 

〞こ
と
」を
ま
ち
づ
く
り
の

テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。

人
の
つ
な
が
り
と

ま
ち
づ
く
り

　炭
山
の
人
口
は
300
人
程
で
す
。
秋
祭
り
な
ど

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は

 
市
民
で
あ
る
皆
さ
ん
で
す
。

　「ま
ち（
地
域
）」の
主
役
は
そ
こ
に
暮
ら
す
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

ま
ち
の
将
来
像
を
考
え
て
実
現
し
て
い
く「
ま
ち
づ
く
り
」の
主
役
も
市
民
の
皆
さ
ん
で
す
。

　ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、

そ
の
地
域
に
住
む
み
な
さ
ん
自
身
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、

話
し
合
え
る「
場
」を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　市
で
は「
宇
治
市
良
好
な
居
住
環
境
の
整
備
及
び
景
観
の
形
成
を
図
る
た
め
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条
例
」で
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
組
織
を

市
が「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
定
め
、

ま
ち
づ
く
り
の
活
動
の
仕
方
や
ル
ー
ル（
地
区
ま
ち
づ
く
り
計
画
）の

作
成
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

　29
年
9
月
に
市
内
で
8
番
目
と
な
る「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
認
定
を

市
か
ら
受
け
た「
炭
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」の
主
要
メ
ン
バ
ー
の
3
人
に

「
炭
山
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
」に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

炭
山
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　
　
　
　会
長
　
　
　
　富と

ん
べ部 

炎も
ゆ
るさ
ん

　
　
　
　事
務
局
長
　
　桑く

わ
む
ら村 

明あ
き
の
り憲

さ
ん

　
　
　
　事
務
局
次
長
　桂か

つ
ら 

博ひ
ろ
し司
さ
ん
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専
門
家
派
遣

　各
分
野
の
専
門
家
を
派
遣
し
て
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す

（
派
遣
期
間
・
人
数
に
制
限
あ
り
）。

活
動
費
助
成

　活
動
に
掛
か
る
経
費
の
一
部
を
助
成
し

ま
す（
助
成
回
数
・
額
に
制
限
あ
り
）。

  南陵町地区まちづくり協議会では
閑静で快適な住環境と緑豊かなすぐ
れた景観を、将来にわたって継承し

発展させていくことを目的に、地区まちづくり計画を策定
し運用しています。
　これまでの活動を踏まえ、今後は、まちづくりの観点で
の防災活動を町内会等と一体となって取り組んでいきたい
と思います。初心を忘れず「まちづくり・景観条例に基づく
まちづくり」をこれからも引き継いでいく必要があります。

　折居台の自治会長を務める中
で、他の自治会や町内会でどの様
な活動をしているか、また様々な

問題にどの様に取り組んでいるか興味を持ちました。そこ
で市が実施したまちづくりマイスター養成講座を受講し、
第1期のまちづくりマイスターとなり井戸端会議にも参加
しています。まちづくりの魅力は色んな人と交流出来るこ
とですが、何より自分が住んでいる地域の良さを再確認出
来ることです。

　井戸端会議には南御蔵山地区
まちづくり協議会での活動を
きっかけに参加しています。
　黄檗トンネルを活用した観光

周遊にも利用出来るバス等の交通手段など、南御蔵山やそ
の周辺の地域の事を考えたアイデアが実現していって欲し
いと思います。

の
参
加
者
に
お
話
を

聞
き
ま
し
た

1つずつ、
実現を目指して
南御蔵山地区まちづくり協議会 役員
星野良子さん

住んで良かった折居台
を合言葉に
第 1 期まちづくりマイスター
前川英一さん

まちづくり・景観条例に
基づくまちづくりを
南陵町地区まちづくり協議会 会長
清水敬三さん

　「井
戸
端
会
議
」で
は
、
ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス

タ
ー
や
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
ま
ち
づ
く
り

の
専
門
家
に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
や
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ

チ
ン
グ
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参
加
者
同
士
が

情
報
交
換
を
行
い
交
流
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り

に
関
す
る
知
識
を
身
に
着
け
、
自
身
の
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

窓
口
相
談

　都
市
計
画
課
の
窓
口
で
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
進
め
方

や
ま
ち
づ
く
り
の
ル
ー
ル
等
の
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
、
同
課
以
外
の
担
当
課
へ
の

紹
介
等
も
行
い
ま
す
。

出
前
講
座

　市
の
担
当
職
員
が
地
域
の
会
合
等
に
出
向
い
て
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
の
進
め
方
や
利
用
出
来
る
手
法
や
制
度
、
支

援
の
内
容
等
に
つ
い
て
、
説
明
を
行
い
ま
す
。

　   

※ 

住
民
等
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
活

動
を
行
う
、
ま
た
は
行
っ
て
い
る
10
人
以
上
の
団
体

が
対
象
と
な
り
ま
す
。 活

動
支
援

活
動

ま
ち
づ
く
り
の

「
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」

と
し
て
認
定
さ
れ
る
と

次
の
支
援
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
都
市
計
画
課（

20
・
8
7
4
3
）
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65
歳
以
上
の
人
で
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
が
、
一
定
の
基
準
に
該

当
す
る
場
合
、「
障
害
者
ま
た
は
特
別
障
害
者

に
準
ず
る
者
」と
し
て
、
所
得
税
及
び
住
民
税

の
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
、
認
定
書
を

発
行
し
ま
す
。

《
申
請
方
法
》

　
印
鑑
を
持
っ
て
、健
康
生
き
が
い
課
窓
口
へ
。

　
後
日
、
調
査
の
上
、
該
当
者
に
は
認
定
書
を

送
付
し
ま
す
。

《
障
害
者
の
区
分
》

■
判
断
基
準
と
具
体
的
な
状
態

◎
知
的
障
害
者（
軽
度
・
中
度
）に
準
ず
る
人
＝

認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、
お
お

む
ね「
Ⅱ
a
」「
Ⅱ
b
」の
人（
た
び
た
び
道
に
迷

う
、
買
い
物
や
事
務
・
金
銭
管
理
等
そ
れ
ま
で

出
来
た
こ
と
に
ミ
ス
が
目
立
つ
等
）

◎
身
体
障
害
者（
３
～
６
級
）に
準
ず
る
人
＝
障

害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、
お
お
む
ね

「
Ａ
1
」「
Ａ
2
」の
人（
食
事
、
排
せ
つ
、
着
替

え
は
お
お
む
ね
自
立
。
近
所
へ
の
外
出
に
は
、

介
護
者
が
必
要
等
）

■
控
除
額

◎
所
得
税
＝
２７
万
円
◎
住
民
税
＝
２6
万
円

問
健
康
生
き
が
い
課（

内
線
2
3
4
7
）

６５
歳
以
上
で
、
要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
い
る
人
へ

障
害
者
控
除
の
対
象
者
に
認
定
書
を
発
行
し
ま
す

《
特
別
障
害
者
の
区
分
》

■
判
断
基
準
と
具
体
的
な
状
態

◎
知
的
障
害
者（
重
度
）に
準
ず
る
人
＝
認
知
症

高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、
お
お
む
ね

「
Ⅲ
」以
上
の
人（
着
替
え
、
食
事
、
排
便
、
排

尿
が
上
手
に
出
来
な
い
・
時
間
が
掛
か
る
、
や

た
ら
に
物
を
口
に
入
れ
る
、
物
を
拾
い
集
め

る
、
徘
徊
、
失
禁
、
大
声
・
奇
声
を
上
げ
る
、

火
の
不
始
末
等
）

◎
身
体
障
害
者（
１
・
２
級
）に
準
ず
る
人
＝
障

害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
、
お
お
む
ね

「
B
」以
上
の
人（
屋
内
で
の
生
活〈
食
事
・
排
せ

つ
・
着
替
え
〉に
何
ら
か
の
介
助
が
必
要
。
座

位
は
保
持
出
来
る
が
、
日
中
も
ベ
ッ
ド
上
で
の

生
活
が
大
半
で
あ
る
等
）

◎
寝
た
き
り
高
齢
者
＝
６
か
月
程
度
以
上
臥
床

（
が
し
ょ
う
）し
、
食
事
・
排
便
等
の
日
常
生
活

に
支
障
の
あ
る
状
態（
一
日
中
ベ
ッ
ド
上
で
の

生
活
。
食
事
・
排
せ
つ
・
着
替
え
す
べ
て
に
お

い
て
介
助
が
必
要
）

■
控
除
額

◎
所
得
税
＝
４０
万
円
◎
住
民
税
＝
３０
万
円

　これまでの対象者に加え、IQがおおむね75以下の判定を受けた人（※）も制度の対象となります。ただし、市町村民
税非課税世帯かつ年度末年齢が満16歳以上の人に限ります。詳しくは年金医療課へ。問年金医療課（ 21-0413）

❶身体障害者手帳1・2級を所持している人
❷ IQがおおむね35以下の判定を受けた人
❸ �身体障害者手帳3級を所持し、かつIQが
おおむね50以下の判定を受けた人

❶から❸は変更なし

❹ ＩＱがおおむね75以下の判定を受けた人（※）

※�療育手帳Ｂを所持している人で、市町村民税非課税
世帯かつ年度末年齢が満16歳以上の人に限ります。

療育手帳Bを所持している人も
医療費助成の対象になります

福祉医療費助成制度（重度心身障害者医療助成制度）を拡充します
30年1月

から

29年12月まで 30年1月から

対 象 者（次のいずれかに該当する人）

拡充
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1
9
4
8
年
12
月
10
日
に「
世
界
人
権
宣

言
」が
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
12

月
４
日
〜
12
月
10
日
が
人
権
週
間
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
本
市
で
も
、
次
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

■
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展

　
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
の
展
示
、
啓
発
物
品
及
び

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
を
し
ま
す
。

問
人
権
啓
発
課（

20
・
8
7
2
5
）

　

当
日
は
病
院
な
ど
で
活
躍
し
て
い
る
セ
ラ

ピ
ー
ド
ッ
グ
た
ち
と
共
に
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
勉
強
す
る「
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
が
や
っ
て
く

る
!!
」の
他
、「
親
子
向
け
ア
ニ
メ
映
画
上
映
会

（
ペ
ッ
ト
）」「
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
」を
開
催

し
ま
す
。
命
や
人
権
の
大
切
さ
に
つ
い
て
家
族

や
友
達
と
話
し
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

時
内
12
月
26
日（
火
）◎
午
後
1
時
〜
4
時
15

分
＝
人
権
啓
発
パ
ネ
ル
展
示
及
び
啓
発
物
品
配

布　
◎
午
後
1
時
半
〜
2
時
＝
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ

グ
が
や
っ
て
く
る
!!　
◎
午
後
2
時
15
分
〜
3

時
45
分
＝
映
画
上
映
会「
ペ
ッ
ト
」（
日
本
語
吹

替
・
字
幕
有
り
）

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
は

人
権
週
間
で
す

じ
ん
け
ん
シ
ネ
マ

マイナンバー
を利用した

情報連携が始まりました

!

　29年11月13日からマイナンバーを利用した情報連携
が始まりました。これにより、マイナンバーを利用する一
部の手続きで、これまで必要であった一部の添付書類を省
略することが出来ます。
　どの手続きでどの添付書類が省略出来るのか等、詳しく
は、各手続きの担当課に問い合わせてください。

マイナンバー制度に便乗した不正な勧誘や
個人情報の取得にご注意ください。

時
12
月
４
日（
月
）〜
11
日（
月
）（
11
日
は
午
後

１
時
ま
で
）　
所
市
役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
コ
ー
ナ
ー

■
京
都
人
権
啓
発
推
進
会
議
に
よ
る
街
頭

啓
発

時
12
月
６
日（
水
）午
後
３
時
半
〜
４
時
半　
所

近
鉄
大
久
保
駅

(C)UNIVERSAL STUDIOS

う
じ

問総務課（ 20-8700）

※「
セ
ラ
ピ
ー
ド
ッ
グ
が
や
っ
て
く
る
!!
」・

「
映
画
上
映
会
」は
要
整
理
券
。
12
月
12
日（
火
）

午
前
9
時
〜
25
日（
月
）に
、
人
権
啓
発
課
・
男

女
共
同
参
画
課
・
城
陽
市
市
民
活
動
支
援
課
・

久
御
山
町
総
務
課
窓
口
で
配
布
し
ま
す（
定
員

1
3
0
0
人
。
整
理
券
は
1
人
4
枚
ま
で
。

無
く
な
り
次
第
終
了
）。

所
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル　
￥
無
料

セラピードッ
グがやってく

る !!

親子向けアニメ映画上映会 ( ペット)

問
人
権
啓
発
課（

20
・
8
7
2
5
）

問
植
物
公
園（

39
・
9
3
8
7
）

　
「
冬
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め
る
植
物
園
」を
テ
ー

マ
に
、
展
示
会
場
だ
け
で
な
く
、
温
室
、
野
外

も
含
め
て
冬
の
見
ど
こ
ろ
、
冬
の
庭（
植
物
）の

楽
し
み
方
を
紹
介
す
る
と
共
に
、
ク
リ
ス
マ
ス

や
お
正
月
な
ど
冬
の
祭
事
を
か
ら
ま
せ
な
が
ら

植
物
を
利
用
し
た
ク
ラ
フ
ト
や
リ
ー
ス
な
ど
を

展
示
し
、
冬
の
過
ご
し
方
を
提
案
し
ま
す
。

時
12
月
9
日（
土
）〜
24
日（
日
）午
前
9
時
〜
午

後
5
時（
入
園
は
午
後
4
時
ま
で
）

《
入
園
料
》◎
大
人
500
円
◎
小
人
250
円
、
毎
週
土

曜
日
は
市
内
の
小
・
中
学
生
の
入
園
料
無
料

《
期
間
中
の
催
し
》

◎
冬
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

◎
R
O
S
E
サ
ロ
ン

時
12
月
23
日（
祝
）午
後
1
時
半
〜

　
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
バ
ラ

の
小
径（
こ
み
ち
）を
案
内
し
ま
す
。

◎
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ン
2
0
1
7　

大
抽
選
会

時
12
月
24
日（
日
）午
後
2
時
〜

　
同
園
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

《
同
時
開
催
》

 ●
講
習
会

◎
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り

時
12
月
10
日（
日
）午
前
10
時
〜
正
午　

◎
お
正
月
飾
り
を
つ
く
ろ
う
！

時
12
月
16
日（
土
）午
後
1
時
半
〜
3
時
半

◎
庭
師
と
作
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
門
松

時
12
月
23
日（
祝
）午
前
10
時
〜
正
午

 ●
あ
さ
ぎ
り
市（
農
産
物
販
売
）

時
12
月
24
日（
日
）午
前
10
時
〜（
無
く
な
り
次

第
終
了
）

2017

ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ガ
ー
デ
ン

植
物
公
園
の

　
30
年
1
月
9
日（
火
）か
ら
12
日（
金
）ま
で
30

年
度
の
育
成
学
級
の
入
級
申
請
の
一
斉
受
付
を

行
い
ま
す
。

《
対
象
児
童
》30
年
4
月
2
日
現
在
、
市
立
小
学

校
に
在
学
し
、
保
護
者
が
就
労
や
長
期
の
傷
病

な
ど
の
た
め
に
放
課
後
に
保
護
者
不
在
と
な
る

家
庭
の
児
童

《
受
付
日
時
・
場
所
》次
の
と
お
り

◎
各
育
成
学
級
＝
30
年
1
月
9
日（
火
）午
後
7

時
〜
8
時
半

◎
市
役
所
1
階
101
会
議
室
＝
30
年
1
月
10
日

（
水
）〜
12
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
7
時

《
申
請
方
法
》所
定
の
申
請
書
の
ほ
か
、
保
護
者

の
勤
務
証
明
書
な
ど
の
提
出
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
募
集
要
項
で
確
認
出
来
ま
す
。
募
集
要

項
や
所
定
の
申
請
書
は
、
12
月
1
日（
金
）か

ら
、
各
育
成
学
級
に
も
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

問
こ
ど
も
福
祉
課（

20
・
8
7
3
3
）

　
市
政
だ
よ
り
11
月
15
日
号
に
掲
載
し
ま

し
た
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。　
問
秘
書
広
報
課
広
報
係（

20
・
8
7
0
4
）　

◎
2
ペ
ー
ジ「
技
能
功
労
者
表
彰
　
5
職

種
5
人
に
決
定
」

《
正
》　
松
木
茂
夫
さ
ん

《
誤
》　
松
本
茂
夫
さ
ん

　
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
と
は
、
国
土
交
通
省
・

（
公
社
）日
本
下
水
道
協
会
な
ど
で
作
る「
下
水

道
広
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム（
G
K
P
）」と
自
治

体
が
共
同
で
発
行
す
る
下
水
道
の
カ
ー
ド
型
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
す
。
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
と

し
て
も
人
気
が
あ
り
、
現
在
全
国
の
194
自
治
体

で
227
種
類
の
カ
ー
ド
が
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
度
、
宇
治
市
の
マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
が

初
め
て
加
わ
る
こ
と
に
な
り
、
12
月
9
日（
土
）

か
ら
配
布
を
開
始
し
ま
す
。

　
市
観
光
セ
ン
タ
ー
で
1
人
に
つ
き
１
枚
を
直

接
お
渡
し
し
ま
す
。
事
前
予
約
や
郵
送
は
行
い

ま
せ
ん
。
初
回
は
4
千
枚
を
用
意
し
て
お
り
、

な
く
な
り
次
第
増
刷
予
定
で
す
。

問
下
水
道
計
画
課（

20
・
8
7
9
7
）

30
年
度

育
成
学
級
の
入
級
を
受
け
付
け

お
詫
び
と
訂
正

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
を

無
料
配
布

12
月
9
日（
土
）か
ら

　
カ
ー
ド
の
サ
イ
ズ
は
縦
8
・
8
㎝
×

横
6
・
3
㎝
、
裏
面
に
は
デ
ザ
イ
ン
の

由
来
等
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

7 6



 宇治っ子
輝け！

来月の健康診査・相談など
予防接種については、市ホームページまたは子育て情報誌を確認してください。

問保健推進課　 20-8728

平成28年12月生まれのお子さんを募集します。
応募はEメールで受付中です。（応募締切12月3日必着）
詳細は市ホームページまで。

事業 対象 ところ とき その他

3か月児健康診査 29年9月生まれ 健やかセンター １月17日（水）・29日（月）・30日
（火）・31日（水）

個別通知は、12月20日頃に発送
します。

10か月児健康診査 29年2月生まれ 市内の指定医療機関
（個別通知に医療機関リストを同封）

個別通知は、12月25日頃に発送
します。

1歳8か月児
健康診査 28年4月生まれ 健やかセンター １月１２日（金）・１５日（月）・

１６日（火）
個別通知は、12月10日頃に発送
します。

3歳児健康診査 26年7月生まれ 健やかセンター １月19日（金）・22日（月）・
23日（火）・24日（水）

個別通知は、12月15日頃に発送
します。

離乳食教室 29年8月生まれ 健やかセンター １月25日(木)
13時10分～15時

申1月4日（木）から、電話で保健推
進課へ

乳幼児相談
(育児相談) 2か月～就学前

健やかセンター １月10日（水）・11日（木）
9時30分～11時受付 計測、食事・育児・発達相談

北部地域子育て
支援センター

★1月23日（火）
9時50分～11時受付

お話しタイム、計測、保健師・栄
養士による相談(栄養士による相
談は★印のみ)

東部地域子育て
支援センター

★1月19日（金）
9時50分～11時受付

西部地域子育て
支援センター
南部地域子育て
支援センター

★1月16日（火）
9時50分～11時受付

パ
パ
マ
マ
ス
タ
ー
ト

母子健康手帳
GET記念日～
ハッピーマタ
ニティクラス
～ 市内在住の妊娠

期のパパとママ
（片方のみの参加
も可）

健やかセンター

１月12日（金）・30日（火）
10時～11時30分
（受付は9時45分～）

母子健康手帳の交付や、専門職に
よる妊娠期の食事について等の
話。保育あり。　申保育のみ必要。
電話で保健推進課へ　

おいしい！　
たのしい！　
クッキング！

１月18日（木）
10時～13時
（受付は9時45分～）

保育あり。　申電話かEメール（※）
で保健推進課へ

パパ出番です
よ～沐浴に
チャレンジ～

１月20日（土）
10時～12時00分
（受付は9時45分～）

申電話かEメール（※）で保健推進
課へ

BCG予防接種 生後6か月～1歳
未満 健やかセンター １月9日（火）・26日（金）

13時15分～14時30分受付
予診票は3か月児健康診査時にお
渡ししています。

※＝妊婦氏名・住所・電話番号・年齢・出産予定日、配偶者参加の場合はその氏名、保育希望の有無を papamama-start@city.uji.kyoto.jpへ。

子どもと一緒に遊びに行こう

でまえひろば その他ひろば・サロンなど

休日・夜間などの急患診療

園庭開放

就学前のお子さんと保護者の方が気軽に集い、遊べる場を紹介します。

同センターの職員がおもちゃを持って地域の施設に出向き、
ひろばを開きます。

病気やけがにより緊急で医療が必要な場合利用出来ます。

保育所等の広い園庭を遊び場として開放します（雨天の場合は
それぞれ対応が異なります）。

39-9430 FAX 39-9432

子育てに関する旬な情報をお伝えします。子育て情報誌・市HP内の子育て支援事
業カレンダー・LINE＠でも情報を発信しています。合わせてご確認ください。

宇治市の子育て支援に
関する情報をお届けす
るLINE@公式アカウン
トです。ＱＲコードを
スマートフォン等で読
み込んでください。

事業名・問い合わせ ところ •とき その他
おやこっこらんど

問生涯学習センター
39-9500

所生涯学習センター
時12月13日(水)
10時～11時30分

対乳幼児と保護者
内リズム遊び、クリス
マスグッズの制作、パ
ラバルーン、体操など

赤ちゃんサロン

問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館
時12月14日（木）
10時～12時

対妊婦、生後1～4か月
までの子と保護者
内ミニプログラムと参
加者同士の交流タイム。
動きやすい服装で参加
してください
￥200円
持バスタオル

赤ちゃん広場

問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館
時12月1日（金）
10時～12時

対生後5～8か月の子と
保護者
内ミニプログラムと参
加者同士の交流タイム。
動きやすい服装で参加
してください
￥200円
持バスタオル

赤ちゃんパーク

問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館
時12月15日（金）
10時～12時

対生後9～12か月の子
と保護者
内ミニプログラムと参
加者同士の交流タイム。
動きやすい服装で参加
してください
￥200円
持バスタオル

おしゃべり
キャッチボール
問社会福祉協議会
22-5650

所総合福祉会館
時12月7日（木）
10時～11時30分

対双子・三つ子などの多
胎児と保護者（妊婦含む）
内参加者同士の交流・
情報交換

ところ と き 雨天時

同胞保育園 12月5日(火)・12日(火)
10時～11時30分 室内

登りこども園 12月5日(火)・16日(土)
10時～11時30分 児童館

宇治保育所 12月8日(金)10時～11時 中止

小倉双葉園保育所 12月11日(月)10時～11時30分 支援センター

大久保保育所 12月12日(火)10時～11時30分 中止

西小倉保育所 12月14日(木)10時～11時30分 中止

木幡保育所 12月15日(金)10時～11時 中止

なかよし保育園 12月19日(火)10時～11時30分 支援センター

ところ と き

南宇治コミュニティセンター 12月7日(木)9時30分～12時

場　所 うじ安心館5階（内科・小児科・歯科）

診療日 日曜・祝日および振替休日
年末年始（12月31日～1月3日、歯科のみ12月29日～）

受付時間 9時30分～11時30分　13時～16時30分
医
療
機
関

宇治徳洲会病院　 20-1111
※不定期で実施しています。

田辺中央病院（京田辺市）
63-1111

男山病院（八幡市）
075-983-0001

※平日金曜の18時～翌朝8時。

休日急病診療所

#8000

相談時間 19時～翌朝8時
（土曜〈祝日・年末年始を除く〉は15時～）

（つながらない場合は 075-661-5596へ）
小児救急電話相談事業

休日・夜間の小児救急体制

子育て応援コーナー

問地域子育て支援基幹センター 39-9109

問地域子育て支援基幹センター 39-9109

軽傷の場合は、まず休日急病診療所または小児救急電話
相談を利用してください。

9 8

http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018416.html
https://line.me/R/ti/p/gdYzhpW1kJ
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018416.html
mailto:papamama-start@city.uji.kyoto.jp
http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018416.html
https://line.me/R/ti/p/gdYzhpW1kJ


う
じ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト

事
業
の
企
画
を
募
集

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営
を
行
う「
豊

か
な
暮
ら
し
の
創
造
や
新
し
い
地
域
づ
く
り
に

結
び
つ
く
事
業
」、「
広
く
市
民
に
開
か
れ
た
独

創
性
の
あ
る
テ
ー
マ
を
も
つ
事
業
」を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

へ
。

対
過
去
に
5
回
以
上
本
事
業
の
支
援
を
受
け
て

い
な
い
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
個
人
ま

た
は
団
体
。
団
体
は
、
過
半
数
が
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人
で
あ
る
こ
と
。

《
実
施
期
間
》30
年
4
月
1
日（
日
）〜
31
年
3
月

9
日（
土
）

《
募
集
数
》お
お
む
ね
10
事
業
以
内

《
対
象
事
業
》講
座
・
講
演
会
・
実
習
・
イ
ベ
ン

ト
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

※
営
利
・
宗
教
・
政
治
活
動
に
関
わ
る
も
の
、

30
年
度
に
市
か
ら
別
に
助
成
を
受
け
る
事
業
は

除
く（
連
続
す
る
事
業
の
一
部
が
助
成
対
象
の

場
合
も
含
む
）

※
材
料
費
等
の
実
費
分
を
参
加
費
と
し
て
徴
収
可

《
支
援
内
容
》◎
会
場
と
備
品
の
提
供
◎
広
報
活

動
へ
の
協
力
◎
実
施
方
法
に
つ
い
て
の
相
談
・

助
言
等

《
選
考
》プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン（
30
年
1
月
18

日（
木
）ま
た
は
19
日（
金
））の
上
、
審
査
会
に

て
選
考
し
、
2
月
中
旬
に
決
定

申
所
定
の
申
請
書
を
、
30
年
1
月
12
日（
金
）ま

で（
必
着
）に
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
E
メ
ー

ル
か
同
セ
ン
タ
ー
窓
口（
〒
611
・
0
0
2
1
宇

治
琵
琶
45
・
14
、

39
・
9
5
0
0
、
FAX
39
・

9
5
0
1
、

shogaigakushu@
city.uji.

kyoto.jp

）へ
。

　

こ
れ
ま
で
市
政
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
た

「
市
民
情
報
短
信
」を
12
月
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
の

情
報
を
分
野
別
で
紹
介
す
る
と
共
に
、
登
録
団

体
が
開
催
す
る
催
し
等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

掲
載
場
所
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。
ま
た
、

「
宇
治
市
市
民
活
動
」で
検
索
も
出
来
ま
す
。

30
年
度
の
市
民
税
・
府
民
税
か
ら
適
用
さ
れ

る
主
な
税
制
度
の
改
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　
給
与
収
入
金
額
が
1
千
万
円
を
超
え
る
場
合

の
給
与
所
得
控
除
の
上
限
額
が
左
表
の
と
お
り

引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

医
療
費
控
除
に
関
す
る
明
細
書
の
添
付
が

必
要
に
な
り
ま
す

30
年
度
分
の
申
告
か
ら
、
領
収
書
の
提
出
の

代
わ
り
に
、
医
療
費
控
除
の
明
細
書（
※
1
）ま

た
は
健
康
保
険
組
合
等
が
発
行
す
る「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」等
の
添
付
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

領
収
書
に
つ
い
て
は
5
年
間
自
宅
で
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
経
過
措
置
と
し
て
、
32
年
度
ま
で
は

従
来
通
り
医
療
費
の
領
収
書
を
添
付
し
て
申
告

す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。

※
1
＝
医
療
費
の
額
、
診
療
等
を
受
け
た
人
の

名
前
、
診
療
等
に
通
っ
た
病
院
の
名
称
、
そ
の

他
参
考
と
な
る
べ
き
事
項
が
記
載
さ
れ
た
も
の

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制（
医
療

費
控
除
の
特
例
） 

29
年
1
月
1
日
か
ら
33
年
12
月
31
日
ま
で
の

間
、
一
部
の
市
販
薬（
ス
イ
ッ
チ
O
T
C
医
薬

品
）を
購
入
し
た
際
に
、
一
定
の
要
件
の
も
と
、

医
療
費
控
除
の
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
購
入

し
た
年
ご
と
に
申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
現

行
の
医
療
費
控
除
と
の
併
用
は
出
来
ま
せ
ん
。

《
要
件
》次
の
と
お
り

　
①
特
定
健
康
診
査
、
予
防
接
種
、
定
期
健
康

診
断
、
健
康
診
査
、
が
ん
検
診
の
い
ず
れ
か
を

受
け
て
い
る
人
。

②
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を
一
に
す
る
親

族
に
係
る
ス
イ
ッ
チ
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
を
購
入
し

た
場
合
で
、
1
年
間
に
支
払
っ
た
合
計
額
が
1

万
2
千
円
を
超
え
る（
1
万
2
千
円
を
超
え
る

金
額
が
8
万
8
千
円
を
上
限
と
し
て
控
除
の
適

用
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
対
象
商
品
に
つ
い
て

は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認

出
来
ま
す
）。

《
申
告
に
必
要
な
書
類
》

　
①
を
明
ら
か
に
す
る
書
類（
※
2
）の
添
付
ま

た
は
提
示
と
、
②
の
明
細
書（
※
3
）を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。
領
収
書
・
レ
シ
ー
ト
は
5
年
間

自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
32
年
度

ま
で
は
レ
シ
ー
ト
・
領
収
書
を
添
付
・
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
明
細
書
の
添
付
に
代
え
る
こ

と
も
出
来
ま
す
。

※
2
＝
領
収
書
・
健
康
診
断
の
結
果
通
知
表
等

で
、
名
前
と
健
康
診
断
等
の
一
定
の
取
り
組
み

を
実
施
し
た
年
、
事
業
者
・
保
険
者
・
医
療
機

関
の
名
称
・
医
師
の
名
前
の
い
ず
れ
か
の
記
載

の
あ
る
も
の
。

※
3
＝
商
品
名
・
金
額
・
購
入
日
・
販
売
店
名

が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

30
年
度
の

市
民
税
・
府
民
税
か
ら

適
用
さ
れ
る
税
制
改
正

問
市
民
税
課（

20
・
8
7
1
8
）

年 収 額
給与所得控除額

現　行 30年度課税分

1000万円超え
1200万円以下 収入金額×5％＋170万円 220万円

1200万円超え 230万円 220万円

●給与所得控除額

　
市
民
活
動
団
体
の
登
録
は
、
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
秘
書
広
報
課
広
報
係

（

20
・
8
7
0
4
）へ
。

市ホームページの
トップページを開き、
「組織紹介」をクリック

各課の窓口の「秘書広
報課」をクリック

画面左の「広報」「市民
活動団体の紹介」を順
にクリック

市
民
活
動
団
体
の
紹
介
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
開
始

掲載場所
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
38
度
以
上
の
発
熱
、
頭

痛
・
関
節
痛
等
、
全
身
症
状
が
強
く
、
併
せ
て

鼻
水
・
せ
き
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
、
気
管
支

炎
・
肺
炎
等
を
併
発
し
、
重
症
化
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　
人
の
せ
き
、
く
し
ゃ
み
等
で
空
気
中
に
放
出

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
う
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

す
る
た
め
、
次
の
点
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

◎
手
洗
い
・
う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う

　
外
出
先
か
ら
帰
宅
し
た
と
き
や
食
事
の
前
は

必
ず
行
い
ま
し
ょ
う
。

◎
人
ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う

　
特
に
、
高
齢
者
や
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る

人
、
疲
労
・
睡
眠
不
足
の
人
。

◎
室
内
の
乾
燥
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

室
内
は
加
湿
器
を
使
う
等
適
度
な
湿
度

（
50
％
〜
60
％
）を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

◎
マ
ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う

◎
十
分
な
栄
養
と
休
養
を
と
り
、
体
力
や
免
疫

力
を
高
め
ま
し
ょ
う

◎
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し
ま

し
ょ
う

問
健
康
生
き
が
い
課（

内
線
2
3
3
3
）

　
寒
い
時
期
は
脱
衣
所
や
浴
室
と
浴
槽
の
湯
の

温
度
差
に
高
齢
者
の
体
が
順
応
出
来
ず
、
浴
槽

内
で
意
識
を
失
い
溺
れ
て
し
ま
う
事
故
が
多
発

し
ま
す
。
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
や
周
り

の
人
が
一
緒
に
安
全
点
検
し
、
必
要
な
工
夫
を

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

入
浴
時
の
注
意
と
工
夫　

◎
脱
衣
所
や
浴
室
を
温
め
て
か
ら
入
り
ま
し
ょ

う◎
シ
ャ
ワ
ー
の
温
度
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

◎
家
族
に
声
を
か
け
て
か
ら
入
浴
し
ま
し
ょ
う

◎
入
浴
前
後
に
十
分
な
水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ

う◎
入
浴
直
前
直
後
の
薬
の
服
用
は
避
け
ま
し
ょ

う◎
浴
槽
は
、
ま
た
ぎ
や
す
く
底
は
滑
ら
な
い
工

夫
を
し
ま
し
ょ
う

◎
飲
酒
後
の
入
浴
は
避
け
ま
し
ょ
う

問
警
防
救
急
課（

39
・
9
4
0
3
）

　
近
年
、
日
本
で
の
自
殺
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
昨
年
の
日
本
で
の
自
殺
者
数
は

2
万
1
8
9
7
人
に
の
ぼ
り
、
自
ら「
い
の
ち
」

を
絶
つ
人
は
依
然
と
し
て
多
い
の
が
現
状
で

す
。
少
し
で
も
自
殺
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」と
呼
ば
れ
る
人
の
役
割
が

と
て
も
重
要
と
な
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー

は
資
格
で
は
な
く
、
誰
で
も
な
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
は

　
悩
ん
で
い
る
人
に
気
づ
き
、
声
を
か
け
、
話

を
聞
い
て
必
要
な
支
援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
人

の
こ
と
で
す
。

　
悩
み
を
抱
え
た
人
は
、「
人
に
悩
み
を
言
え

な
い
」、「
ど
こ
に
相
談
に
行
っ
た
ら
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
」、「
ど
の
よ
う
に
解
決
し
た
ら
よ
い

か
わ
か
ら
な
い
」等
の
状
況
に
陥
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
時
、
周
囲
の
人
が「
ゲ
ー
ト

キ
ー
パ
ー
」と
し
て
関
わ
る
こ
と
で
、
悩
み
を

抱
え
た
人
へ
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

●
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
役
割

﹇
気
づ
き
﹈家
族
や
仲
間
の
変
化
に
気
づ
い
て
、

声
を
か
け
る

﹇
傾
聴
﹈本
人
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、
耳
を
傾
け

る﹇
つ
な
ぎ
﹈早
め
に
専
門
家
に
相
談
す
る
よ
う
促

す﹇
見
守
り
﹈温
か
く
寄
り
添
い
な
が
ら
、
じ
っ
く

り
と
見
守
る

※
詳
し
く
は
、「
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
」で
検
索
出

来
ま
す
。
問
地
域
福
祉
課（

20
・
8
7
3
0
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
を
し
ま
し
ょ
う

浴
室
事
故
にご注

意
を
！
あ
な
た
も

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か

動
く
広
告
塔
を

利
用
し
ま
せ
ん
か

　
宇
治
川
塔
の
島
地
区
に
お
い
て
、
30
年
6
月

29
日（
金
）ま
で
河
川
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

ま
す（
護
岸
整
備
、
河
床
掘
削
他
）。

　
ま
た
、
工
事
用
車
両
に
つ
い
て
は
、
安
全
面

及
び
観
光
ル
ー
ト
の
確
保
の
観
点
か
ら
、
地
元

の
商
工
・
観
光
関
係
者
及
び
国
・
府
・
市
と
意

見
調
整
し
、
塔
の
川
下
流
よ
り
島
内
進
入
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
期
間
中
は
、
橘
島
内
が
立
入
禁

止
と
な
る
時
期
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
工
事
は
、
河
川
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
の
工
事
で
あ
り
、
近
隣
の
皆
様
に
は
工
事
期

間
中
は
何
か
と
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す

が
、
安
全
に
留
意
し
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す

の
で
、
工
事
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

問
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
国
土
交
通
省
淀
川
河

川
事
務
所
伏
見
出
張
所（

075
・
611
・

2
2
8
1
）ま
た
は
府
山
城
北
土
木
事
務
所
道

路
計
画
室
公
園
担
当（

62
・
1
7
3
1
）へ
。

　
市
で
は
、
公
用
車
に
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を

貼
り
付
け
て「
動
く
広
告
塔
」の
利
用
者
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
公
用
車
は
、
業
務
で
市
内
及
び

京
都
府
内
等
を
走
行
し
て
い
る
た
め
、
様
々
な

場
所
で
の
宣
伝
効
果
が
期
待
出
来
ま
す
。
あ
な

た
の
仕
事
を
宣
伝
し
ま
せ
ん
か
。

定
先
5
枠　
￥
1
枠
1
車（
ド
ア
両
面
2
枚
）

あ
た
り
月
3
千
円（
税
込
）　
他《
掲
載
寸
法
》縦

50
㎝
×
横
60
㎝《
掲
載
方
法
》マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー

ト（
掲
載
者
に
よ
る
作
製
）を
車
体
に
貼
り
付
け　

申
所
定
の
申
請
書
に
、
掲
載
者
の
事
業
内
容
が

分
か
る
書
類（
会
社
案
内
等
）及
び
掲
載
を
希
望

す
る
広
告
の
デ
ー
タ
と
デ
ー
タ
を
カ
ラ
ー
刷
り

し
た
も
の
を
添
え
、
郵
送
か
秘
書
広
報
課
車
両

係
窓
口（
〒
611
・
8
5
0
1
宇
治
琵
琶
33
、

20
・
8
7
0
2
）へ
。
申
請
書
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
も
出
来
ま
す
。

宇治川塔の島地区
河川改修工事

29 年度

宇治川

工事用進入路工事用進入路

下
流
下
流

護岸整備護岸整備

工事期間中は、橘島内が立入
禁止となる時期があります。
工事期間中は、橘島内が立入
禁止となる時期があります。

上
流
上
流

護岸整備護岸整備

工事用進入路工事用進入路

工事用進入路工事用進入路
島切下げ島切下げ

落差工切下げ落差工切下げ

河床掘削河床掘削
河床掘削河床掘削

河床掘削河床掘削

塔の川

宇
治
橋
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こ
ど
も

中
学
・
高
校
生
の
保
育
体
験

　
保
育
所
等
の
子
ど
も
と
ふ
れ
あ
う
体
験
を
通

し
て
、
乳
幼
児
期
の
子
ど
も
と
の
接
し
方
や
遊

び
方
等
を
学
び
ま
す
。

時
12
月
25
日（
月
）・
26
日（
火
）午
前
9
時
〜
午

後
4
時（
午
前
9
時
〜
正
午
の
保
育
所
等
も
あ

り
）　
所
市
内
の
保
育
所（
園
）・
認
定
こ
ど
も

　
今
後
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
情
報
を
お
届
け

し
ま
す
。 情
報
B
O
X

 ●
図
書
館
の
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
当
日
は
サ
ン
タ
さ
ん
が
や
っ
て
き
ま
す
。

時
所
◎
西
宇
治
図
書
館
・
東
宇
治
図
書
館
＝
12

月
20
日（
水
）◎
中
央
図
書
館
＝
12
月
22
日

（
金
）、
い
ず
れ
も
午
後
3
時
〜
4
時　
対
幼
児

〜
小
学
校
低
学
年　
内
ク
リ
ス
マ
ス
の
歌
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
等　
問
中
央
図
書
館
、
西
宇

治
図
書
館（

39
・
9
2
2
6
）、
東
宇
治
図
書

館（

39
・
9
1
8
2
）

源
氏
物
語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

〒
611
・
0
0
2
1
宇
治
東
内
45-

26

39
・
9
3
0
0

企
画
展　

寿
ぐ
屏
風
絵

　
「
源
氏
物
語
図
屏

風
」を
は
じ
め
、
新
春

を
寿（
こ
と
ほ
）ぐ
画

題
を
中
心
に
展
示
し

ま
す
。

時
12
月
6
日（
水
）〜

30
年
2
月
18
日（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
5

時（
入
館
は
午
後
4
時

半
ま
で
）　
￥
◎
大
人

500
円
◎
小
人
250
円　

他《
休
館
日
》月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
そ
の

翌
日
）、
年
末
年
始

産
業・消
費
生
活・求
人

山
城
マ
ル
シ
ェ 

㏌ 

J
R
宇
治
駅

時
12
月
8
日（
金
）午
後
4
時
〜
7
時　
所
Ｊ
Ｒ

宇
治
駅
南
北
通
路　
内
新
鮮
な
地
元
農
産
物
や

加
工
品
の
直
売　
問
山
城
広
域
振
興
局
農
林
商

工
部（

21
・
3
2
1
1
）

市
立
保
育
所
臨
時
職
員
の
登
録

　

登
録
者
の
中
か
ら
必
要
に
応
じ
て
選
考
の

上
、
随
時
任
用
し
ま
す
。
な
お
、
短
期
間
勤
務

の
臨
時
職
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

《
勤
務
地
》市
内
公
立
保
育
所
7
カ
所（
相
談
可
）

《
職
種
》保
育
職
員
、
調
理
員
、
用
務
員（
い
ず

れ
も
資
格
不
問
）

《
勤
務
時
間
》次
の
と
お
り（
い
ず
れ
も
時
間
相

談
可
）◎
午
前
8
時
半
〜
午
後
5
時
15
分
◎
午

前
7
時
〜
9
時
、
午
後
4
時
半
〜
7
時（
保
育

職
員
の
み
）

《
報
酬
》◎
日
額
＝
6
8
2
0
円
〜
7
2
2
0

円
◎
時
間
額
＝
880
円
〜
1
0
4
0
円（
い
ず
れ

も
、
資
格
・
業
務
内
容
に
よ
る
）

申
市
販
の
履
歴
書（
要
写
真
）に
、
資
格
を
有
す

る
人
は
資
格
証
の
写
し
を
添
え
、
本
人
が
保
育

支
援
課
窓
口
へ
。

そ
の
他

友
好
都
市
カ
ナ
ダ
・
カ
ム
ル
ー
プ
ス
市　

ト
ン
プ
ソ
ン
・
リ
バ
ー
ズ
大
学
へ
の

市
民
留
学
生
を
募
集

授
業
料
等
が
免
除
さ
れ
る
留
学
生

《
応
募
資
格
》市
内
在
住
で
、
両
市
の
友
好
交
流

推
進
に
理
解
が
あ
り
、
既
に
高
校
を
卒
業
し
て

い
る
か
30
年
3
月
に
高
校
を
卒
業
す
る
見
込
み

で
、
30
歳
以
下
の
人

 ●
危
険
物
取
扱
者
試
験
予
備
講
習
会

時
30
年
1
月
12
日（
金
）午
前
9
時
〜
午
後
4
時

半　
所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　
他《
講
習
区
分
》

乙
種
第
四
類

 ●
危
険
物
取
扱
者
試
験

時
30
年
2
月
11
日（
祝
）　
所
Y
I
C
京
都
工

科
大
学
校（
京
都
市
下
京
区
）　
他《
試
験
区
分
》

全
種
全
類

人
権
・
平
和

健
や
か
か
ら
だ
講
座

時
12
月
19
日（
火
）午
後
2
時
〜
4
時　
所
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ワ
ー
ク
こ
は
た
館　
対
市
内
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
人　
定
先
40
人　
内
高
血
圧
予

防
の
運
動
療
法　
講
華
学
和
博
さ
ん（
健
康
運
動

指
導
士
）　
持
お
茶
、
タ
オ
ル
等　
申
12
月
4
日

（
月
）か
ら
同
館（

39
・
9
1
9
9
）へ
。

文
化
•
芸
術
•
歴
史

図
書
館

中
央
図
書
館 

〒
611
・
0
0
2
3
折
居
台
1 -

1

　
　
　
　

39
・
9
2
5
6

 ●
異
文
化
交
流
事
業　
ベ
ト
ナ
ム
語
の
お

は
な
し
会

　
ベ
ト
ナ
ム
人
講
師
に
よ
る
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
文
化
の
紹
介
等
を
行
い
ま
す
。

時
12
月
17
日（
日
）午
後
1
時
半
〜
2
時
15
分　

所
中
央
図
書
館　
対
幼
児
〜
小
学
生　
定
先
30

人《
募
集
人
数
》2
人

￥
友
好
都
市
盟
約
締
結
を
記
念
し
て
、
同
大
学

が
設
け
た
奨
学
金
制
度
に
よ
り
、
出
願
料
、
1

学
期
間
の
授
業
料
、
生
徒
会
費
等
が
免
除
さ
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
渡
航
費
用
、
滞
在
費（
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
料
等
）、
医
療
保
険
費
、
教
科
書
代

等
は
本
人
負
担
で
す
。

全
額
本
人
負
担
の
留
学
生

《
応
募
資
格
》授
業
料
等
免
除
の
枠
か
ら
外
れ
た

留
学
希
望
者
及
び
上
記
の
応
募
資
格
に
準
ず
る

人
。
た
だ
し
、
年
齢
に
上
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

《
募
集
人
数
》若
干
名
。
た
だ
し
、
市
が
ふ
さ
わ

し
い
と
認
め
た
人
に
限
る
。

￥
全
額
本
人
負
担

共
通

《
留
学
期
間
》30
年
5
月
1
日（
火
）〜
8
月
31
日

（
金
）。
た
だ
し
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の

出
席
の
た
め
、
4
月
下
旬
の
大
学
が
指
定
す
る

日
に
登
校
が
必
要
で
す
。
な
お
、
留
学
期
間
の

延
長
は
可
能
で
す（
延
長
時
は
全
額
本
人
負
担
）。

《
決
定
方
法
》提
出
書
類
と
面
接
に
よ
り
審
査
を

行
い
、
同
大
学
に
推
薦
し
ま
す
。
同
大
学
が
審

査
し
、
入
学
を
決
定
し
ま
す
。
な
お
、
面
接
は

30
年
1
月
10
日（
水
）に
実
施
予
定
。
時
間
と
面

接
会
場
は
応
募
者
に
後
日
、
連
絡
し
ま
す
。

申
募
集
要
項
を
確
認
の
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

票
、
志
望
理
由
を
ま
と
め
た
レ
ポ
ー
ト

（
1
2
0
0
字
程
度
、
Ａ
４
サ
イ
ズ
、
任
意
様

式
）、
顔
写
真
2
枚（
縦
4
㎝
×
横
3
㎝
）、
入

学
願
書
、
成
績
証
明
書
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
調
書

を
、
12
月
15
日（
金
）ま
で（
必
着
）に
、
郵
送
か

秘
書
広
報
課
秘
書
係
窓
口（
〒
611
・
8
5
0
1

宇
治
琵
琶
33
、

20
・
8
7
0
1
）へ
。
な
お
、

募
集
要
項
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷

も
出
来
ま
す
。

園　
対
市
内
在
住
・
在
学
の
中
学
・
高
校
生　

定
先
50
人　
申
12
月
1
日（
金
）〜
18
日（
月
）

に
、
地
域
子
育
て
支
援
基
幹
セ
ン
タ
ー（

39
・
9
1
0
9
）へ
。

健
康
・
福
祉

く
ら
し
の
資
金
冬
期
貸
付
事
業

《
貸
付
金
額
》10
万
円
以
内

《
貸
付
対
象
》次
の
全
て
を
満
た
す
世
帯

◎
12
月
1
日
現
在
、
市
に
住
民
登
録
を
し
て
か

ら
6
カ
月
以
上
在
住
◎
収
入
が
生
活
保
護（
生

活
扶
助
）基
準
の
1
・
8
倍
以
下
◎
原
則
、
冬

期
ボ
ー
ナ
ス
が
10
万
円
を
超
え
な
い
◎
生
活
保

護
及
び
中
国
残
留
邦
人
等
に
対
す
る
支
援
給
付

を
受
給
し
て
い
な
い
◎
既
に
こ
の
資
金
の
貸
付

を
受
け
て
い
る
世
帯
は
、
貸
付
額
の
半
額
以
上

を
返
済
し
て
い
る

申
地
区
の
民
生
児
童
委
員
に
相
談
の
上
、
申
込

書
に
家
族
全
員
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票（
12
月

1
日
以
降
発
行
で
、
続
柄
・
世
帯
主
あ
り
）を

添
え
、
12
月
15
日（
金
）午
後
5
時
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会（

22
・
5
6
5
0
）へ
。

安
全
・
安
心

危
険
物
取
扱
者
講
習
と
試
験

　
予
備
講
習
会
の
申
込
書
と
受
験
願
書
は
市
内

各
消
防（
分
）署
に
あ
り
ま
す
。

申
市
防
火
安
全
協
会（
予
防
課
内
、

39
・

9
4
0
2
）へ
。

　
従
来
3
月
に
発
行
し
て
い
ま
し
た「
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」は
、
平
成
30
年
度
版
か

ら
発
行
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
行
事
予
定
や
手
び

き
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
政
だ
よ
り
に

掲
載
し
て
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
よ
り
タ
イ
ム

リ
ー
に
、
今
ま
で
以
上
に
充
実
し
た
内
容
を
掲

載
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
活
用

い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
広
報
係（

20
・
8
7
0
4
）

平
成
30
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
び
き
」は
発
行

し
ま
せ
ん

「源氏物語図屏風」より若紫（個人蔵）

高
齢
者

催
し

住
ま
い・

環
境・資
源

相
　
談

健
康・福
祉

生
涯
学
習・

ス
ポ
ー
ツ

そ
の
他

産
業・消
費
生

活・求
人

文
化・芸
術・

歴
史

人
権・平
和

安
全・安
心

税・年
金・

保
険

こ
ど
も
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各課からのコラムをご紹介！UJISHI   コラムの

（　  健康生きがい課）問笑顔で健やか宇治のまち

エ
コ
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か

家庭で地域で防災対策を（　  危機管理課）問

　
毎
日
の
飲
酒
は
肝
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
。
肝
臓
に
い
つ
も
ど
お
り
働
い
て
も
ら

う
た
め
に
休
肝
日
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
！
休

肝
日
の
目
安
は
、
週
2
日
程
度
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
週
5
日
連
続
で
飲
酒
し
て
、
2

日
休
肝
日
を
作
る
の
で
は
な
く
、
2
〜
3

日
飲
酒
し
て
、
1
日
休

む
と
い
う
方
が
、
肝
臓

だ
け
で
な
く
、
胃
や
小

腸
と
い
っ
た
他
の
臓
器
へ

の
負
担
も
軽
く
出
来
る

の
で
お
奨
め
で
す
。

1
日
の
飲
酒
の
目
安
は
？

つ
く
り
ま
し
ょ
う

週
に
２
日
の
休
肝
日
！

保
健
師
が

健
康
づ
く
り
に
役
立
つ

情
報
を
お
届
け
し
ま
す

「避難準備・高齢者等避難開始」って？ さ
ま
ざ
ま
な
防
災
情
報
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

そ
れ
は
、災
害
が
起
こ
り
そ
う

な
と
き
、『
高
齢
者
や
障
害
者
な

ど
避
難
に
時
間
の
か
か
る
人
は

避
難
を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
以
外
の
人
も
避
難
の
準
備

を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。』

と
い
う
意
味

な
の
よ
。

おうじちゃま
ちはや姫

　
今
年
も
残
り
1
カ
月
で
す
ね
。
年
末
は
、

忘
年
会
な
ど
で
お
酒
を
飲
む
機
会
が
多
い

季
節
で
す
。
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
食
べ
た

り
、
飲
ん
だ
り
す
る
の
は
と
て
も
楽
し
い
で

す
よ
ね
。
し
か
し
、
楽
し
い
あ
ま
り
、
つ
い

つ
い
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
…
と
い
う
経
験

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
酒
は

「
百
薬
の
長
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
飲

み
す
ぎ
は
禁
物
で
す
。
お
酒
を
飲
み
す
ぎ

る
と
、
肝
臓
に
負
担
が
か
か
り
、
脂
肪
肝

や
肥
満
や
高
血
圧
と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
今
回
は
、
お
酒
と
上

手
に
付
き
合
う
た
め
の
工
夫
を
お
伝
え
し
ま

す
。

　
み
な
さ
ん
は
1
日
に
ど
れ
く
ら
い
の
お
酒

を
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

　「
節
度
あ
る
適
度
な
１
日
の
飲
酒
量
」
は
、

純
ア
ル
コ
ー
ル
で
約
20ｇ
程
度
と
し
て
い
ま

す
（
厚
生
労
働
省
）。
で
は
、
純
ア
ル
コ
ー

ル
で
約
20ｇ
程
度
は
お
酒
に
換
算
す
る
と
ど

の
く
ら
い
の
量
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

肝
臓
を

い
た
わ
り
ま
し
ょ
う

お酒の種類
（アルコール度数）

お酒の量

ビール
（5％）

約500ml
（ロング缶1本）

約180ml
（約１合）

約240ml
（グラス2杯）

約100ml
（約１/2合）

約60ml
（ダブル1杯）

日本酒
（15%）

ワイン
（12%）

焼酎
（25%）

ウイスキー
（43%）

※アルコールを分解する力は、個人差があり、体質的にお酒の弱い人は、これより少ない量が適当です。

純アルコール
20ｇ
の目安

飲みすぎに注意！
お酒と上手に

付き合いましょう。

保健師より

ひとこと

〈作り方〉
①だし汁をとる。
②大根、にんじんを皮ごとよく洗い、大根は５㎜の
厚さのいちょう切り、にんじんは３㎜の厚さの半
月切りにする。しいたけを薄切りに（軸も使用）、
豚肉を２㎝の長さに切る。ごぼうはよく洗い、包
丁の背で皮を少しこそげ取り、ささがきにする。
しょうがをよく洗い、皮ごと薄切りにする。

③鍋にごま油を熱し、豚肉を炒める。豚肉の色
が変わったら、にんじん、ごぼう、大根、しょうが、
しいたけを加え、炒める。

④全体に油がなじんだらだし汁を入れ、具材に火
が通るまで煮込む。

⑤味噌を溶かし入れ、一煮立ちしたらできあがり。

レッツ！ エコ・リサイクル

〈 材料（４人分） 〉
・だし汁･･････････ 600g
水････････････ 900g
かつおぶし･･･････ 6g
昆布･････････････ 6g

・豚肉 ･････････････80g
・大根（皮ごと）･････80g
・にんじん（皮ごと）･･40g
・ごぼう････････････40g
・しいたけ（軸ごと）･･40g
・しょうが（皮ごと）･･･12g
・淡色辛味噌 ･･･････40g
・ごま油 ････････････ 8g

1人分
70kcal野菜丸ごと豚汁

（※通常調理時と比較）

ごみ削減割合

88%

・野菜を皮ごと使用するため、ごみが
減量出来るだけでなく、豊富な栄養
素が摂取出来ます。
・先に具材をごま油で炒めることで、風
味良く仕上がります。
・しょうがは体を温める作用があるの
で、冬のレシピとして最適です。

ごみゼロレシピでごみ減量！

（　  ごみ減量推進課）問

《京都文教短期大学との共同研究により考案》

今
年
も
全
国
で
水
害

が
あ
っ
た
で
し
ゅ
ネ
。

そ
の
と
き
に
テ
レ
ビ

で
放
送
さ
れ
て
い
た

「
避
難
準
備
・
高
齢
者

等
避
難
開
始
」っ
て
何

で
し
ゅ
か
？

ま
ず
携
帯
電
話
の
緊
急
速

報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

が
あ
る
わ
。ほ
か
に

は
、テ
レ
ビ
、ラ
ジ

オ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
、府
の

登
録
制
メ
ー
ル
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
方

法
で
み
ん
な
に
伝

え
る
の
よ
。

ちはや姫の
ちょっと自慢出来る
豆知識でした！

へ
〜
。台
風
が
来
た
と

き
等
は
こ
の
情
報
が

出
る
可
能
性
が
あ
る

ん
で
し
ゅ
ネ
。ど
う

や
っ
て
み
ん
な
に
伝
え

る
ん
で
し
ゅ
か
？

［ 発 行 ］ 宇治市　　［ 編 集 ］ 秘書広報課
〒611-8501 宇治市宇治琵琶 33　　 22-3141（代表）　　20-8779FAX

宇治市ホームページ 宇治市公式Facebook 宇治市公式YouTube
https://www.city.uji.kyoto.jp/ https://www.facebook.com/ujicity https://www.youtube.com/user/ujicity

市の人口 [29年11月1日現在] ・世帯数 83,201世帯（前月比+79世帯） 
・人　口 188,069人（前月比+28人）

 ・男 性 91,207人
 ・女 性 96,862人

見
や
す
く
、読
み
間
違
え
の
少
な
い
フ
ォ
ン
ト

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
フ
ォ
ン
ト
」を
採
用
し
て
い
ま
す
。

グ
リ
ー
ン
購
入
法
の
基
準
を
満
た
す
印
刷
用
紙
、イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報う
じ

宇
治
市
政
だ
よ
り
12月

1日
号

平
成
29年（

2017年
）12月

1日
発
行
 第
1781号

宇
治
市
政
だ
よ
り
が
届
か
な
い
と
き
は
、配
布
委
託
先（
株
）ダ
イ
コ
ク

　
 0120-01-3912

へ

● 「12月1日号について」の読者アンケート
市ホームページから回答できます。

ご意見・ご感想についてその他、はがき、
ファクス、メールでも随時受付をしています。
秘書広報課あて  obokoho@city.uji.kyoto.jp

市政だよりへのご意見・
ご感想をお寄せください

http://www.city.uji.kyoto.jp/0000018417.html
https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.youtube.com/user/ujicity
https://www.facebook.com/ujicity
https://www.city.uji.kyoto.jp/
https://www.youtube.com/user/ujicity
mailto:obokoho@city.uji.kyoto.jp



